


































































































































































































































































































































































である。上から「HI-TECH®」、「9」、「OSMOSIS, OZONE & UV TREATED」、
赤地の帯には白抜きで「PURE DRINKING WATER」と書かれている。
向かって左側面（同9）。ここには右側面と同じ内容が英語表記されている。
商品名、効能、生産者、生産国、電話番号、メールアドレスなどである。バーコー
ドの最初の二桁は「88」である。右下に商標らしき記号が見られるが、これ
は青地の部分にあり、本来は正面に入るべきものと思われる。
6　まとめ
これまでペットボトルを手掛かりに「モノをみるとは何か」を考えてきた。
岡本信也氏が述べるように、一切の主観を排し無我の境地でモノと対話でき
れば最高であろう。しかし、その域に到達するためには、ただ単に観察力を
養うだけでなく、人間としても相当の修練を積まなければならない。
物質文化史研究に携わる者としては、まずは加藤晋平氏が提唱した属性分
析、内包的属性と状況的属性の観察から第一歩を踏み出したい。徹底した文
字による記述と図化作業、これによりモノが語りかけてくる言葉を聞き逃さ
ない感性を磨く。そうすることで、モノが発する情報が見えてくる。まずは
主観たっぷりで見ればいい。そして、初めは借り物でいいから、モノに問い
かける語彙としての多くの知識を身に付けることが不可欠である。最終的に、
多くの経験を積む中で借り物の知識が自分の血や肉になり、知恵となる。自
分の主観が普遍化された時、岡本氏のいう無我の境地でモノと対話すること
122
ができるのではないだろうか。
おわりに
二つの大学の学生のペットボトルの見ての反応は、見事に異なっていた。
ただ、今回はそれぞれ別のボトルを見せており、その結果異なる反応だった
のか、それとも同じボトルでも同様の異なる反応が見られたか、検討の余地
はある。それはともかく、集団としてのまとまりと同時に、個人としての興
味関心のあり様が見えてきた。「今時の若い者は…」と決して一くくりにし
ていけないことがよくわかるし、同時にやはり大学、学部が醸し出す共通し
た雰囲気もある。いずれそれらが学風となっていくのであろう。
この拙文をまとめるにあたり、美濃加茂市文化の森には岡本氏との対談を
収録したビデオを見直す便宜をはかって頂きました。また、写場もお借りし
ました。そして、南山大学人文学部黒沢浩先生には、カンボジアの遺跡調査
に参加する機会を与えて頂き、その後もクメール語などについてご教示頂き
ました。それらなくしてこの文章を書くことはあり得ませんでした。また、
調査に参加した日本やカンボジアの学生、関係者の皆さんにも言葉をはじめ
大変お世話になりました。記してお礼申し上げます。
注
1　加藤晋平「Ⅲ　先土器時代の歴史性と地域性」古島敏雄・和歌森太郎・木村 礎編集
『郷土史研究講座　1　郷土史研究と考古学』朝倉書店、東京、1970年、pp58-92。
2　2004年8月1日、美濃加茂市民ミュージアム特別展「まちの観察日記」関連事業で『お
どろくココロ』と題し、岡本信也氏と筆者が対談を行った。その様子を収録したビ
デを元に、氏の発言を適宜筆者の判断で要約した。氏の意図するところと異なる点
があれば、その責はすべて筆者にある。
3　黒沢浩氏によれば、右側面はクメール語表記、左側面はタイ語表記。そして、この
お茶はタイの企業である「OISHI」がタイで生産し、カンボジアへ輸出したもので
はないかとのことである。
4　注3同様黒沢氏によれば、英語以外はすべてクメール語表記。タイ資本の会社「HI-
Tech FACTORY」が、カンボジア国内で生産した商品ではないかとのことである。
